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朝から生徒の元気な声に包まれ、校舎に活気が戻っ
てきました。34日間に渡る夏季休業期間が終了し、今
日から前期後半がスタートしました。夏季休業中では
ありましたが、東北大会や全国大会等での活躍、田沢
湖駅伝の早朝練習を含む運動部の各種大会に向けた取
組、文化部のコンクールに向けた活動、郡市英語暗唱･
弁論大会のための練習など、それぞれの生徒が、自ら
の目標達成を目指して充実した日々を過ごしてきまし
た。また、タイ王国への訪問交流などの貴重な体験を
してきた生徒もいます。３年生は進路選択に向けて、
三者面談や各高校で行われた体験入学にも参加してい
ます。夏季休業期間中、通常の学校生活では得られな
いたくさんの体験を重ねてきたことにより、子どもた

ちの表情からは、たくましさが増したような印象を受けます。
前期後半は、田沢湖駅伝を始め郡市英語暗唱･弁論大会、フィールドワーク(1･2年生)や職場体

験(2年生)、修学旅行(3年生)、郡市新人総体、全県秋季相撲･陸上競技大会、理科研究発表会、マー
チング美郷大会、秋田活性化中学生選手権(ｲﾝﾀｰｱｸﾄ部が出場)、合唱祭や一心祭、英語検定など、体
育的・文化的行事が目白押しです。また、前期を締めくくる前期期末テストもあり、まさに学校
教育目標の「気づき 考え 行動する」を具現化する機会に恵まれています。各行事において、明
確な目標を定め、その達成のために「何に」、「どのような方法で」、「どのように取り組むのか」
を「自分」あるいは「自分たち」で「気づき 考え 行動する」ことができるように支援してま
いります。校訓にあるように「明日を拓く」人材になるためには、自らの意志で目標達成の方策
に気づき、試行錯誤を繰り返しながら熟慮し、自らの足で継続的に粘り強く歩み続ける必要があ
ります。これからの社会を逞しく生き抜く子どもたちの育成を目指して、引き続き職員一同で取
り組んでまいりますので、前期後半もご理解とご協力をお願いいたします。

夢のある者には希望がある。 希望のある者には目標がある。 目標のある者には計画がある。
計画のある者には行動がある。行動のある者には実績がある。実績のある者には反省がある。
反省のある者には進歩がある。進歩のある者には夢がある。 ～吉田貞雄～

進まざる者は必ず退き、退かざる者は必ず進む。 ～福沢諭吉～

〇〇〇〇さん（東北大会個人3位・全国大会出場）

8月22日の18時から、
PTA厚生部の事業とし
て、生徒玄関の窓拭き
をしていただきました。
美しく透き通る玄関の
窓ガラスを目にし、子
どもたちは爽やかな気

持ちで前期後半を迎えることができました。

夏季休業中の工
事によって、中央
棟の各教室の壁に
電子黒板を新たに
設置していただき
ました。南棟は各
教室に移動式の電
子黒板を配置して
います。理科室等

の特別教室にも以前と同様に置
かれてあります。これまでは限
られた台数での活用でしたが、
それぞれの学級にあることで、
利便性が大幅に増しました。さ
らなる学力向上を目指し、各授
業で効果的に活用していきたい
と考えています。


